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特殊心筋のすべての部分は細胞から構成され, しかもその細胞の大きさ, 形, 配列は各部分に特徴的で
ある｡ 細胞境界は各細胞の形質膜の対暗により構成され, ところどころにデスモゾーム様構造を認める｡
筋原線維は一般に疎で分枝が多く, ミトコンドリヤは小型である｡ 小胞体は一般に発達が悪い｡ かかる構
造はすべてこの電子顕微鏡的観察によりはじめて明らかにされた点で, 各部の興奮伝導機構, およびメタ
ボリズムの解明に資するところが大である｡
さらに房室結節線維とプルキンエ線維の境界部の構造, および洞結節における神経終末像が観察された
がこれらは従来の光顕では明らかにされ得なかった所見である｡
すなわち著者の研究は牛心臓特殊心筋系の微細構造に関するはじめての系統的研究であり, その知見は
心臓持動の機構の解明に貢献するところが大きい｡ したがって本論文は学術上有益であり医学博士の学位
論文として価値あるものと認定する｡
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